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 血圧管理というと、「上の血圧」と「下の血圧」を問題にしがちだが、最近の新常識として「平均血圧」「脈圧」がキーワードに

なってきた！ それぞれどんな意味を持ち、どんな計算式で求められるのかを次に紹介しておきましょう。  

 細い血管を流れる血液は、一定の量で、一定の圧で、ゆったりと流れています。この細い血管内の血圧のことを「平均血

圧」といいます。 

【１】「平均血圧」の直接測定はできないが、ごく単純化した計算式《下の血圧＋「上の血圧―下の血圧」÷３》で求められる。

例えば「上１２０、下７０」の人なら７０＋「１２０―７０」÷３で８７だ。  

 細い血管の動脈硬化が進んで血液の流れが悪くなり抵抗が増してくると、全身の血液の流れを保つために、心臓は血液を

より勢いよく送り出さざるをえなくなる。その結果、血圧が上がり、上が１５０、下が１００というような値を示し、平均血圧が上

昇してくる。 平均血圧の目安は９０だが、ちなみに上１５０、下１００の人の平均血圧は約１１７だ。平均血圧１１０以上は要

警戒だ。  

「平均血圧が高くなってきたら、動脈硬化の始まりなのです」  

【２】「脈圧」とは心臓が血液を送り出す時に生まれる圧です。送り出す血液の量が増えると大きくなりますが、脈圧を大きくす

る決定的な要因は、太い血管の動脈硬化なのです」  

 脈圧の計算は簡単。《上の血圧―下の血圧》でＯＫだ。  

 例えば上が１２０、下が７０なら、脈圧は５０。  

「脈圧は太い血管の動脈硬化が進むにつれて大きくなります。というのも、５０、６０代になると、大きな脈圧の影響を受けて、

下の血圧が下がってくるからです。脈圧値はおおむね５０前後が目安ですが、上の血圧と下の血圧の差が大きくなり脈圧値

が上がるほど、心筋梗塞などの心臓病を発症するリスクが増すのです」  

 例えば５８歳の人で上の血圧は１７０、下の血圧は７０の人がいたとする。  

「この場合、１７０という上の血圧については誰もが高いと感じるものの、下の７０という数値は問題ないと考えるでしょう。とこ

ろが実際は下の血圧が低いのは、脈圧が増大したためで、動脈硬化が進行していることを意味するのです」  

 上の血圧が高いのに下の血圧が低いのは、動脈硬化が細い血管にも太い血管にも起きていることを示すのだ。  

「下の血圧の値を見る時は、必ず上の血圧の値と見比べなければなりません。下の血圧が同じ７０であっても、上の血圧が１

２０の場合と１７０の場合とでは、全く違うのです」  

 こうした“血圧の新常識”を知った上で、血圧コントロールに取り組もうではないか。 

 


